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研究成果の概要（和文）： 

日常環境レベルでの電磁場が生物及び人体に対して与える影響について，細胞及び人体レ
ベルでの研究を行い，低周波磁場の細胞への影響を，コメットアッセイ解析等の定量評価
から明らかにした．疫学研究では調査に用いる問診票を確立した。また，身体レベルでの
愁訴を研究に活かすために，科学的不確実性（不定性）を伴う知見の専門家・非専門家間
でのコミュニケーションが成立するための基礎的条件を明らかにした．  
研究成果の概要（英文）：We studied biological and medical effects of environmental 

electromagnetic field and found some effects including the biological effect of magnetic field 

through comet-assay analysis. We also studied and found a preliminary condition for 

experts and non-experts to be able to communicate with each other, which is necessary for 

experts to utilize the experience of non-experts who claim to be suffering from 

electromagnetic field. 
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１．研究開始当初の背景 

日常環境レベルの電磁場の医学的・生物学的
影響は，分子的メカニズム解明が遅れていた
こともあり，一見相反する結果が多かった．
また，研究途上に必然的に現れる科学的不確
実性の中での理解・判断について，専門家・
非専門家双方に十分な理解がないため不要
な混乱が生じ，それが疾病の解明を妨げる状
況が生じていた． 

２．研究の目的 

本研究は，日常環境レベルの電磁場が細胞レ
ベル，人体レベルに及ぼす影響を，実験及び
疫学的に解明すること，一般に非専門家であ
る患者と専門家である研究者が協働して科
学的不確実性の高い疾患の解明するための
条件を明らかにすることを目的とした． 

３．研究の方法 
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細胞の磁場曝露用に２重巻のメリットコイ
ルを設計・開発して，これをインキュベータ
ー内に設置して活用した．細胞影響は，コメ
ットアッセイ法などで定量評価した． 疫学
調査には，Eltiti らが開発した問診票を和訳
して活用した．また，科学・医学の専門家
と非専門家とのコミュニケーション（協働）
の条件を明らかにするために，Stirling に
よる科学の不定性類型に関する萌芽的知見
を調査・研究し，これを日本の実情の中で
再構成した． 
４．研究成果 

１）Eltiti 問診票の日本語訳版の作成と

その信頼性・妥当性の確認 

英国の Eltiti らは電磁波に過敏な人のス

クリーニングに役立つ EHS（電磁場過敏

症）問診票を作成し、2 万人を対象とした

疫学調査から，英国人の 4 %が電磁波に過

敏であると推定している。そこで Eltiti の

許可を受け、この問診票を日本人向けに改

訂した日本語版 EHS 問診票を作成し，問

診票の信頼性と妥当性を明らかにした。 

２）日本語訳版 EHS 問診票と QEESI

問診票を併用した調査 

MCS（Multiple Chemical Sensitivity）外

来を有する複数の医療機関の協力を得て，

上記日本語版 EHS 問診票と、QEESI 問診

票（MCS /シックビルディング症候群患者

用世界共通診票）を併用した調査を行い、

EHS問診票とQEESI問診票を併用すれば、

日本の電磁場過敏症患者の実態調査、およ

びアレルギー、MCS、シックハウス症候群、

EHS の関係も解明できる可能性が示唆さ

れた。 

３）同一刺激への反応多様性の理論研究 

一般に、‘過敏症者’と呼ばれる人々は、

刺激に対する反応の著しい過敏性を示す。 

その際に、応答（主観的であれ、客観的で

あれ）の多様性が実験自体の信頼性に関わ

るのではないかと問題視される傾向が強い。

ところが、こうした‘過敏症者’の振る舞

いは‘非過敏症者’の振る舞いと対をなす

現象として考察する必要がある。というの

も、同一個人の反応の多様性は、多様な集

団の特異な反応性に対応することになり、

特に‘過敏症者’ではフィードバックシス

テムの乱れが予想され、故に、反応性の再

現が難しいという側面がクローズアップさ

れる。人間の刺激応答関係が、動的に変動

することこそ過敏症の特性とする上記仮説

は、従来までの反応の（単純な）再現性を

仮定する自然科学の観点とは異なる側面が

あり、今後の実験・理論両面からの検証が

望まれる。 

４）培養細胞株での DNA 損傷増加 

電磁場過敏症で問題となるような 1mT 以

下の低周波磁場による DNA 損傷の変化に

ついて，細胞株(cell line)を用いた実験を行

い，曝露時間 18 時間と 24 時間において，

非曝露群に比較して統計的有意な DNA 切

断増加を確認することができた（図）． 

５）専門家と非専門家の協働に必要な条

件の調査 

科学的不確実性を必然的に伴う科学的知見

について，専門家と非専門家が建設的コミ

ュニケーションを行いうる条件として，科

学の不定性の類型への理解が必要であるこ

とを明らかにした． 

６）電場測定器の開発     

低周波領域の生体への電磁場の影響を調べ

るため、電場測定器を作成し，その評価を

行った．測定器は、オペアンプを用いた非

反転増幅器と加算器、ダイオードによる整

流回路、アンテナによって構成され，アン

テナは、ダイポール型とループ型の２種類

である。低周波領域での電源ラインから発

生する環境ノイズに大きく影響されるため、

ダイポール型アンテナとインダクタンス及

び抵抗を組み合わせたものによって、約

1kHz～1MHzの周波数にわたり実用的な感度

の測定結果を得ることができた。なお、イ

ンダクタンスを取り除いた場合、数10Hzま

で実用的な感度が得られる事が明らかにな

った。 
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